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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第３四半期累計期間
第67期

第３四半期累計期間
第66期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 864,822 890,453 1,466,758

経常利益 （千円） 54,999 55,628 163,815

四半期（当期）純利益 （千円） 38,258 37,303 114,250

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 201,600 201,600 201,600

発行済株式総数 （株） 4,032,000 4,032,000 4,032,000

純資産額 （千円） 2,080,592 2,233,118 2,171,838

総資産額 （千円） 3,269,253 3,431,615 3,424,032

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 9.55 9.32 28.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 6.00

自己資本比率 （％） 63.6 65.1 63.4

 

回次
第66期

第３四半期会計期間
第67期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.02 6.89

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、世界的に好調な経済を維持しているものの、米国新政権による保

護主義的な動きにより各国が翻弄されるとともに、国内では先進国の中で生産効率の低さが指摘されており効率

化・省力化やＡＩ活用による働き方改革が求められている状況であります。

　このような環境のもと、当第３四半期累計期間の売上高は前年同期に比べ上回りましたが民間向新規火工品の開

発経費の増加により、相対的に利益額は経常利益を除き前年同期を若干下回る結果となりました。当社は第４四半

期に繁忙期を迎え、売上も伸びることから利益確保に向け努力している状況であります。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高890百万円（前年同期比3.0％増）、営業利益53百万円（前

年同期比1.5％減）、経常利益55百万円（前年同期比1.1％増）、四半期純利益37百万円（前年同期比2.5％減）と

なりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　火工品事業

　当第３四半期累計期間の売上高は、防衛省向け火工品での単価見直し等の効果により、前年同期を上回る772

百万円（前年同期比3.3％増）となりました。

　セグメント利益は、4百万円と前年同期と比べ11百万円（69.6％減）減少しました。

②　賃貸事業

　当第３四半期累計期間の賃貸事業の売上高は、賃貸料の一部見直しにより、前年同期を上回る117百万円（前

年同期比0.7％増）となりました。

　セグメント利益は、74百万円と前年同期と比べ８百万円（12.8％増）増加しました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(3）研究開発活動

（火工品事業）

　当第３四半期累計期間における研究開発費の金額は13,918千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において当社の研究開発の状況に重要な変更はありません。

（賃貸事業）

　賃貸事業につきましては、研究開発活動を行っておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,064,000

計 8,064,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,032,000 4,032,000

東京証券取引所ＪＡＳ

ＤＡＱ（スタンダー

ド）

単元株式数は100株であり

ます。

計 4,032,000 4,032,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年12月31日 － 4,032,000 － 201,600 － 18,121

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　28,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,976,000 3,976 －

単元未満株式 普通株式 　　28,000 － 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 4,032,000 － －

総株主の議決権 － 3,976 －

（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式649株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

３　当社は、平成29年12月１日を効力発生日として、単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。な

お、上記は、変更前の単元株式数で記載しております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

細谷火工株式会社

東京都あきる野市菅生1847

番地
28,000 － 28,000 0.7

計 － 28,000 － 28,000 0.7

（注）　当社は、平成29年12月１日を効力発生日として、単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。なお、

上記は、変更前の単元株式数で記載しております。

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 － 島井　武四郎 平成29年11月13日

なお、島井武四郎の役職は同日付で、相談役技師長となっております。

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性８名　女性０名（役員のうち女性の比率０％）
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、公認会計士赤須克己及び公認会計士黒須裕により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 529,901 719,888

受取手形及び売掛金 588,151 117,786

商品及び製品 22,495 123,794

仕掛品 136,547 253,630

原材料及び貯蔵品 153,839 162,481

その他 28,761 24,872

流動資産合計 1,459,696 1,402,453

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 298,239 287,692

土地 1,310,334 1,310,334

その他（純額） 144,478 150,044

有形固定資産合計 1,753,052 1,748,071

無形固定資産 11,414 9,808

投資その他の資産 199,868 271,281

固定資産合計 1,964,335 2,029,161

資産合計 3,424,032 3,431,615

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 45,743 43,272

短期借入金 611,004 611,004

未払法人税等 45,813 7,369

賞与引当金 38,757 19,028

その他 106,554 93,927

流動負債合計 847,872 774,602

固定負債   

長期借入金 202,577 194,324

退職給付引当金 61,662 67,165

役員退職慰労引当金 64,568 71,850

製品保証引当金 9,993 4,780

資産除去債務 9,379 9,292

その他 56,139 76,481

固定負債合計 404,321 423,894

負債合計 1,252,194 1,198,496
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 201,600 201,600

資本剰余金 18,121 18,121

利益剰余金 1,864,080 1,877,358

自己株式 △12,507 △14,549

株主資本合計 2,071,294 2,082,529

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 100,543 150,588

評価・換算差額等合計 100,543 150,588

純資産合計 2,171,838 2,233,118

負債純資産合計 3,424,032 3,431,615
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 864,822 890,453

売上原価 598,703 592,920

売上総利益 266,118 297,532

販売費及び一般管理費 211,511 243,762

営業利益 54,606 53,770

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 3,166 3,850

雑収入 1,704 980

営業外収益合計 4,871 4,831

営業外費用   

支払利息 3,014 2,936

休止固定資産関係費用 1,430 30

雑損失 33 5

営業外費用合計 4,479 2,973

経常利益 54,999 55,628

特別利益   

保険差益 1,360 －

特別利益合計 1,360 －

特別損失   

固定資産除却損 196 501

特別損失合計 196 501

税引前四半期純利益 56,163 55,127

法人税、住民税及び事業税 10,106 11,914

法人税等調整額 7,798 5,909

法人税等合計 17,904 17,823

四半期純利益 38,258 37,303
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 45,938千円 41,529千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 28,040 7 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月20日

定時株主総会
普通株式 24,025 6 平成29年３月31日 平成29年６月21日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 火工品事業 賃貸事業 計

売上高 748,033 116,789 864,822 864,822

セグメント利益 16,209 65,700 81,910 81,910

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 81,910

全社費用（注） △27,303

四半期損益計算書の営業利益 54,606

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 火工品事業 賃貸事業 計

売上高 772,826 117,626 890,453 890,453

セグメント利益 4,923 74,092 79,015 79,015

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 79,015

全社費用（注） △25,245

四半期損益計算書の営業利益 53,770

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9円55銭 9円32銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 38,258 37,303

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 38,258 37,303

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,005 4,003

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月７日

細谷火工株式会社

取締役会　御中

 

公認会計士赤須会計事務所

 

 公認会計士 赤須　克己　　印

 

黒須公認会計士事務所

 

 公認会計士 黒須　　裕　　印

 

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている細谷火工株式会社の

平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第67期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年10月１日から平成29年12

月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる四

半期財務諸表の作成基準に準拠して、細谷火工株式会社の平成29年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第

３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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